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Abstract
Trends of inclusive education are also active in education for children with intellectual disabilities today. However,
although it is satisfactory as a philosophy, it is also a fact that confusion caused by inclusive education is occurring in
actual sites. Of course, the elements of light as a philosophy and the shadow problem interlace, where various contra-
dictions are emerging. In this thesis I mentioned various problems found from the practice of integrated camp which
the author experienced. And, I picked up the bullying problem as a concrete example of the universal darkness that hu-
mans have unavoidable in advancing inclusive education, that is, "shadow" in Jung's analytical psychology. I would like
to present a methodology to passively live from bullying, without neglecting bullying, neglecting only bullying.
和文
今日, 知的障碍児の教育においてもインクルーシブ教育の潮流が盛んである. しかし, 理念としては申し分ないものの,
実際の学校現場ではインクルーシブ教育による混乱が生じていることも事実である. 当然ながら, そこでは理念としての光
の要素と影の問題が交錯し, 様々な矛盾が顕になっている. 本論では筆者が体験した統合キャンプの実践から見出された諸
問題に言及した. そして, インクルーシブ教育を進める上で避けることができない, 人間が普遍的に持つ闇の部分, つまり










幼児の療育 (村上・江口他 1982) と母親へのグループ・
カウンセリングに携わった (江口 1990a). その間, 特
別支援学級に 1年間通い, 教師の補助的役割を担いなが
ら知的障碍児の発達を観察した (江口 1990b). 院修了
後は精神障碍者への心理療法が中心となった (江口
1990c, 2007h) が, 細々ながら知的障碍者の授産所や更
生施設に勤務する職員を対象に研究会 (通称；酔妖怪)
を主催し, 卒後研修の一翼を担った (江口 1991). 直接
的な知的障碍児・者への臨床からしばらく遠ざかってい
たが, スクールカウンセラー (以下, SC と記述) 活用




から考察する (江口 1998, 2000a, 2000b, 2000c, 2001,
2002, 2003, 2004, 2005) とともに, クラスの中で不適応
を示す障碍児の諸問題や教師が困惑する障碍児を持つ保
護者への対応について実践報告した (江口 2007a.
2007b. 2007c. 2007d. 2007e. 2007f, 2007g, 2007h).
Ⅰ. インクルーシブ教育の潮流
1. インクルーシブ教育とは
中央教育審議会初等中等教育分科会 (平成 24 年 7 月
23 日) が報告した ｢共生社会の形成に向けたインクルー
シブ教育システム構築のための特別支援教育の推進｣ に
よると ｢障害者の権利に関する条約第 24 条によれば,
『インクルーシブ教育システム』 (inclusive education


































りインテグレーション (統合) に関心があり, 社会福祉
法人あさみどりの会が主催する ｢なかよしキャンプ｣
(江口 1975, 1976) と朝日新聞社厚生文化事業団が主催
する ｢アサヒ・キャンプ｣ にコミットした (江口 1984,
1985, 1990d, 2000a). 若気の至りとはいえ, ほんのひと
時, 障碍者と共生・共同生活を行うことで何が生じるか
に強い関心を持ったり, 実験的キャンプに参加したので
あるが, その頃の時代背景として ｢全共闘運動｣ の思想
















































































3. 障碍児と健常児の統合 (インテグレーション) を目
指したアサヒ・キャンプの体験
先にも触れたが, 筆者は 20 代後半から朝日新聞社厚
生文化事業団が主催するアサヒ・キャンプに助言者とし
て参加した. 新聞社が撤退後, NPO法人としてアサヒ・




思っている. そこでの実践を大学の紀要 (江口 1985,
2000a) にまとめ, 著書にも一章として掲載 (江口





プに言及したが, その原点はここにある. 1 グループ 5
人 {健常児 (3 人) ＋障碍児 (2 人) } × 8 グループが
電気もガスもない厳しい自然環境の中で半ばサバイバル













1) 目で見て分かる (了解できる) 障碍 VS 分かりに
くい障碍 の格差
アサヒ・キャンプに参加する障碍児は知的障碍や自閉







出た時, 当該児から ｢もう自分でできるから大丈夫, あ
りがとう｣ と返したときの健常児の反応がショックであっ
た. 彼らは口々に ｢親切にしてあげたのに断るなんて生
意気｣, ｢何様のつもり｣, ｢もう助けてあげない｣ と肢体
不自由児を非難するのである. 健常児からすれば親切を
拒絶されたことへの怒りをぶつけたのであるが, 客観的







めて可能な次元であり, インテグレーション (統合) を



































も心を痛めたのは, キャンプ中の ｢いじめ｣ 問題であっ
た. 参加する子どもの中には, 親が我が子に何らかの障
碍を疑い, 手がかりを得ようとして密かに送り込まれた
事例がある. 今から 40 年も前のこと, 今日のような意
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児｣ と定義して (江口 2000a), その言動に注目した.
今日的に捉えるならば, 彼らは親からの不適切な養育









































人間の闇, あるいは Jung の言う普遍的影 (江口
2007b) という根深い問題が必ず潜んでいると考えてい

































































































































































と感じる瞬間がある. この場合, ｢いい子｣ をやめて普
通の子になるプロセスを通過しているのであるが, 当該






考える) が本質と考えている. しかし, 当該児は親から
見捨てられる不安から親の関与を認知できず, 他罰的に
責任転嫁をせざるを得ないのである. 教師は多くの場合,








対する家庭内暴力 (以下, DVと記す) が日常的に行わ
れている家庭があり, 当該児は学校でもいじめ体験から














































































































う ｢いい子｣ が事態を見えなくして, 潜在化, 隠蔽化さ






































































































































































法を提示した. 今後, 実際の事例に当たりながら, 考察
を深めたいと思っている.
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